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(57)【要約】
　本発明は、上面図及び／又は底面図では略多角形形状
を有する少なくとも１つの免震支承体を使用する方法及
びシステムに関する。好ましくは、多角形形状は正方形
形状以外であり、好ましくは、形状は矩形形状以外であ
る。そのような多角形隔離支承体は、フローリング又は
プラットフォームの他の構成要素に容易にしっかりと接
合することができ、利用可能なスペースに合うように床
又はプラットフォームを組み立てることができるモジュ
ール式免震システムにおいて特に使用される。好ましい
システムでは、多角形隔離支承体は、小型システムにお
いて、例えば上部空間が限られた場所で使用することが
できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多角形免震支承プレートであって、
　ａ）凹状の硬化荷重支承面構成要素、及び
　ｂ）地震時の隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける使用中に前記荷
重支承面構成要素を支持するほど十分に強固な硬化フレーム構成要素であって、前記荷重
支承面構成要素に直接的又は間接的に接合される、硬化フレーム構成要素、
を備えており、
　上面図では、前記フレーム構成要素は矩形以外の多角形形状を含み、該フレーム構成要
素は、少なくとも１つの直線的な縁に沿って前記隔離プラットフォーム又はフローリング
システムの少なくとも１つの他の構成要素に接合されるような構造である、多角形免震支
承プレート。
【請求項２】
　前記フレーム構成要素は前記荷重支承面構成要素に溶接される、請求項１に記載の支承
プレート。
【請求項３】
　前記支承プレートの荷重支承面構成要素は、
　ｉ）直線的及び湾曲した形状の組み合わせ、
　ｉｉ）異なる直線的な形状の組み合わせ、
　ｉｉｉ）異なる湾曲した形状の組み合わせ、
からなる群から選択される形状を含む断面プロファイルを有する、請求項１に記載の支承
プレート。
【請求項４】
　前記フレーム構成要素の多角形形状は８角形である、請求項１に記載の支承プレート。
【請求項５】
　前記フレーム構成要素は、前記隔離プラットフォーム又はフローリングシステムの少な
くとも１つの他の構成要素に接合するための一連の穴を含む、請求項１に記載の支承プレ
ート。
【請求項６】
　前記構成要素の少なくとも１つは、
　ｉ）別の隔離支承プレート、
　ｉｉ）接続構成要素、
　ｉｉｉ）前記隔離プラットフォーム又はフローリングシステムのフレーム要素、及び
　ｉｖ）床又は基礎、
からなる群から選択される、請求項１に記載の支承プレート。
【請求項７】
　前記荷重支承面構成要素は、上面図では略円形形状を含む、請求項１に記載の支承プレ
ート。
【請求項８】
　前記荷重支承面構成要素は、上面図では矩形以外の略多角形形状を含む、請求項１に記
載の支承プレート。
【請求項９】
　多角形免震支承アセンブリであって、
　ａ）硬化ボールであって、
　ｂ）上部隔離支承プレートと
　ｃ）底部隔離支承プレートとの間に配置される、
硬化ボール、
を備えており、
　各前記上部隔離支承プレート及び前記底部隔離支承プレートは、
　ｉ）凹状の硬化荷重支承面構成要素、及び
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　ｉｉ）地震時の隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける使用中に前記
荷重支承面構成要素を支持するほど十分に強固な硬化フレーム構成要素であって、前記荷
重支承面構成要素に直接的又は間接的に接合される、硬化フレーム構成要素、
を備えており、
　上面図では、前記フレーム構成要素は矩形以外の多角形形状を含み、該フレーム構成要
素は、少なくとも１つの直線的な縁に沿って前記隔離プラットフォーム又はフローリング
システムの少なくとも１つの他の構成要素に接合されるような構造である、多角形免震支
承アセンブリ。
【請求項１０】
　少なくとも前記上部隔離支承プレート及び前記底部隔離支承プレートのフレーム構成要
素は、そのそれぞれの荷重支承面構成要素に溶接される、請求項９に記載の支承アセンブ
リ。
【請求項１１】
　前記上部隔離支承プレート及び前記底部隔離支承プレート双方のフレーム構成要素は、
そのそれぞれの荷重支承面構成要素に溶接される、請求項９に記載の支承アセンブリ。
【請求項１２】
　前記支承アセンブリの荷重支承面構成要素は、
　ｉ）直線的及び湾曲した形状の組み合わせ、
　ｉｉ）異なる直線的な形状の組み合わせ、
　ｉｉｉ）異なる湾曲した形状の組み合わせ、
からなる群から選択される形状を含む断面プロファイルを有する、請求項１０に記載の支
承アセンブリ。
【請求項１３】
　前記フレーム構成要素の多角形形状は８角形である、請求項９に記載の支承アセンブリ
。
【請求項１４】
　前記フレーム構成要素（複数の場合もあり）は、前記隔離プラットフォーム又はフロー
リングシステムの少なくとも１つの他の構成要素に接合するための一連の穴を含む、請求
項１３に記載の支承アセンブリ。
【請求項１５】
　前記構成要素の少なくとも１つは、
　ｉ）略同じ平面にある別の支承プレート、
　ｉｉ）接続構成要素、
　ｉｉｉ）前記隔離プラットフォーム又はフローリングシステムのフレーム要素、及び
　ｉｖ）床又は基礎、
からなる群から選択される、請求項１４に記載の支承アセンブリ。
【請求項１６】
　前記荷重支承面構成要素は、上面図では略円形形状を含む、請求項９に記載の支承アセ
ンブリ。
【請求項１７】
　前記荷重支承面構成要素は、上面図では矩形以外の略多角形形状を含む、請求項９に記
載の支承アセンブリ。
【請求項１８】
　複数の多角形隔離支承アセンブリを備える免震床又はプラットフォームアセンブリであ
って、前記支承アセンブリの各々は、
　ａ）硬化ボールであって、
　ｂ）上部隔離支承プレートと
　ｃ）底部隔離支承プレートとの間に配置される
硬化ボール、
を備えており、
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　前記上部隔離支承プレート及び前記底部隔離支承プレートの各々は、
　ｉ）凹状の硬化荷重支承面構成要素、及び
　ｉｉ）地震時の隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける使用中に、前
記荷重支承面構成要素を支持するほど十分に強固な硬化フレーム構成要素であって、前記
荷重支承面構成要素に直接的又は間接的に接合される、硬化フレーム構成要素、
を備えており、
　上面図では、前記フレーム構成要素は矩形以外の多角形形状を含み、該フレーム構成要
素は、少なくとも１つの直線的な縁に沿って前記隔離プラットフォーム又はフローリング
システムの少なくとも１つの他の構成要素に接合されるような構造である、免震床又はプ
ラットフォームアセンブリ。
【請求項１９】
　前記複数の多角形隔離支承アセンブリのうちの少なくとも２つは、
　ｉ）前記上部隔離支承プレートが一緒に直接的若しくは間接的に接合される、又は
　ｉｉ）前記底部隔離支承プレートが一緒に直接的若しくは間接的に接合される、又は
　ｉｉｉ）双方の前記上部隔離支承プレートが一緒に直接的若しくは間接的に接合され、
前記底部隔離支承プレートが一緒に直接的若しくは間接的に接合される、
ことからなる群から選択される方法で接合される、請求項１８に記載の免震床又はプラッ
トフォームアセンブリ。
【請求項２０】
　前記支承プレートのうちの少なくとも２つは、各支承プレートの直線的な縁に沿って接
合される、請求項１９に記載の免震床又はプラットフォームアセンブリ。
【請求項２１】
　前記支承プレートのうちの少なくとも２つは、各支承プレートの直線的な縁に沿ってコ
ネクタ構成要素にそれぞれ接合される、請求項１９に記載の免震床又はプラットフォーム
アセンブリ。
【請求項２２】
　少なくとも２つの支承プレートは、
　ｉ）略同じ平面にある別の隔離支承プレート、
　ｉｉ）接続構成要素、
　ｉｉｉ）前記隔離プラットフォーム又はフローリングシステムのフレーム要素、及び
　ｉｖ）床又は基礎、
からなる群から選択される少なくとも１つの構成要素に接合される、請求項１９に記載の
免震床又はプラットフォームアセンブリ。
【請求項２３】
　少なくとも２つの支承プレートは、
　ｉ）略同じ平面にある別の隔離支承プレート、
　ｉｉ）接続構成要素、
　ｉｉｉ）前記隔離プラットフォーム又はフローリングシステムのフレーム要素、及び
　ｉｖ）床又は基礎、
からなる群から選択される少なくとも１つの構成要素に接合される、請求項１８に記載の
免震床又はプラットフォームアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、免震システムに関し、特に、多角形形状を有する免震支承体を使用するシス
テム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　小規模の地震は日常的に発生し、何千ものより小さい地震が日々起こるが、より大きい
マグニチュードの地震事象は、特に人口の多い地域において、個人の負傷、死及び資産へ
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の損害、並びに環境への損害を引き起こす可能性がある。
【０００３】
　地震事象に起因する物体又はペイロードへの損害や損傷を防止或いは制限するために、
２つの手法が従来から使用されてきた。特に構造物自体とともに用いられる第１の手法で
は、物体又はペイロード物品は、予想される最大の地震に耐えるよう十分に強く作られて
いる。しかし、大きいマグニチュード及び長期の揺れによって引き起こされる損害、並び
に、振動の指向性が比較的予測不可能であることに加えて、この方法単独の使用は、極め
て費用がかかる可能性があり、構造物内に収容されるペイロードに必ずしも好適であるわ
けではない。特に壊れやすく、繊細な又は損傷を受けやすいペイロードの場合、この手法
単独では特に有用ではない。
【０００４】
　第２の手法では、物体は、地震の衝撃波の全ての力及び加速を受けないように防振され
る。構造物又は物体を地震の揺れから隔離するか又はエネルギ消散させることを達成する
ために種々の方法が提案されており、これらの方法は、或る程度、隔離される物体の性質
に依存する。
【０００５】
　したがって、例えば受動的なシステム、能動的なシステム又はハイブリッドシステムを
用いて、建物及び他の構造物を隔離することができる。そのようなシステムは、捩れ梁装
置、鉛押出装置、撓み梁装置、撓みプレート装置、及び、鉛－ゴム装置の１つ又は複数の
使用を含むことができ、これらは概して、地震の間に変形及び降伏する専用のコネクタの
使用を伴う。変形は専用の装置に集中し、構造物の他の部分への損傷は最小限に抑えられ
るが、変形した装置は多くの場合に、地震事象の後に修理又は交換しなければならず、し
たがって、１回のみの使用に主に適している。
【０００６】
　能動的な制御システムは、保護される構造物全体に設置されるブレース又はダンパを動
作させるために、エネルギ源及びコンピュータ制御アクチュエータを必要とする。そのよ
うな能動的なシステムは複雑であり、アフターサービス又は定期的なメンテナンスを必要
とする。
【０００７】
　建物、橋及び他の構造物以外の物体の場合、そのような能動的又は変形可能な装置には
隔離プラットフォーム又はフローリングシステムが好ましい場合がある。したがって、製
造機器又は加工機器、実験機器、コンピュータサーバ及び他のハードウェア、光学機器等
のような、壊れやすいか又は繊細な機器を保護するために、隔離システムは、より簡単、
効果的で低メンテナンス集約的な代替手段を提供することができる。隔離システム（ｉｓ
ｏｌａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍｓ）は、保護される物体（以下、「ペイロード」）を、地
震地動に起因する損傷から分離するように設計されている。
【０００８】
　隔離装置（ｉｓｏｌａｔｏｒｓ）は種々の設計を有する。したがって、そのようなシス
テムは概して、以下の特徴部、すなわち、摺動プレート、間に低摩擦要素が介装された、
プレート上に摺動可能に取り付けられる支持フレーム、支持フレームとプレートとの間に
水平に配置される複数のばね及び／又は軸方向ガイド、鉛直に配置されるばねによって支
持フレーム上に取り付けられる床、支持フレームと床との間に鉛直に配置される複数のダ
ンパ、及び／又は、通常の使用時に鉛直なばねを固定するラッチ手段、の幾つか又は全て
の組み合わせを含む。
【０００９】
　そのような既存のシステムに対する特定の短所としては、ラッチ手段が解放される最小
限の加速を確立することが困難であること、床が解放された後でラッチ手段をリセットす
ることが困難であること、床が水平方向に移動した後で床をその元の位置に戻すことが困
難になり得ること、消散的又は減衰する力を、各荷重に対して再校正しなければならない
こと、鉛直なばねにおいて揺れ動く危険性があること、並びに、鉛直なばねの横断方向の
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剛性を水平なばねに対して無視することができないため、水平なばねの確立及びそれらの
有効性の推定が困難になること、が挙げられる。
【００１０】
　Ｉｓｈｉｄａ他に付与された特許文献１は、一部には、ばねの長さを調整することによ
ってフローリングの隔離効果を開始させるために必要な最小限の加速をプリセットする長
さ調整手段を含む、摺動式の隔離床を提案している。
【００１１】
　Ｙａｍａｄａ他に付与された特許文献２は、クーロン摩擦の特性を有する上側摩擦プレ
ート及び下側摩擦プレートを有する摩擦装置、並びに、相対変位及び残留変位を所望の値
未満に低下させる水平に配置されるばねを含む摺動式の免震装置を開示している。上側摩
擦プレートは、油で含浸される材料を含み、一方で、下側摩擦プレートは硬質クロム又は
ニッケルのプレートを含む。
【００１２】
　Ｓｔａｈｌに付与された特許文献３は、例えば、床及びフレームに接続されるベースプ
レートを含む、美術品、器具、ケース又は突出ハウジングを保護する免震装置を開示して
いる。移動旋回レバーが、フレーム内のばね、及び、ベースプレートに接続される。フレ
ームの上部に物体が配置される。フレーム及び物体に対する基礎及びベースプレートの移
動は、レバーの圧縮及びばねの伸長を引き起こし、これが次に、ベースプレートに固定さ
れるケーブルを通じて復元力を加え、慣性に対する初期抵抗が、ベースプレートとフレー
ムとの摩擦に起因して生じる。
【００１３】
　Ｋｏｎｄｏ他に付与された特許文献４は、上に配置される物体を免震する床システムで
あって、基礎の上に配置される床、基礎に対する水平方向への床の移動を可能にするよう
に床を支持する複数の支持部材、及び、基礎と床部材との間に配置されるばねを含む複数
の復元装置を備える、床システムを記載している。復元部材は、２対の摺動可能部材を含
み、各対の摺動可能部材は、互いに離接するように移動可能であり、各対の摺動可能部材
は、水平面において互いから直角に配置される。
【００１４】
　Ｓｔｉｌｅｓ他に付与された特許文献５は、床と基礎との間の免震システムであって、
床と複数の基礎パッド又はピアとの間に配置される複数のボールソケットジョイントを備
える、免震システムを開示している。この装置では、支承体は、硬化エラストマ材料（又
はばね）に取り付けられる移動可能なジョイントを備える。弾性材料は、ボールソケット
ジョイントの上側面に取り付けられて、床とボールソケットジョイントとの間に挟まれる
。したがって、支承体は垂直移動に応じて床に対して傾斜する。床は、基礎ピアの下の地
面の歪みに起因する座屈圧力を調整可能である。しかし、開示される装置は、加速に抵抗
するように水平方向に移動するようには設計されていない。
【００１５】
　Ｆｕｊｉｍｏｔｏに付与された特許文献６は、特許文献４に良く似た免震装置、及び、
ボールペンと同様に床から下方に突出する支柱の先端部内に転動ボールが配置される装置
を含む種々の他の装置を開示している。
【００１６】
　Ｂａｋｋｅｒに付与された特許文献７は、建物の上部構造の重量を支持するように、支
承ボールが間に位置決めされる対向する内側凹面を含む、建物のバランスブロックに関す
る。
【００１７】
　Ｋｅｍｅｎｙに付与された特許文献８は円錐内ボール収容型支承体を開示している。
　Ｋｅｍｅｎｙに付与された特許文献９及び特許文献１０は、転動ボール隔離支承体を含
む免震プラットフォームを開示している。
【００１８】
　Ｈｕｂｂａｒｄ及びＭｏｒｅｎｏに付与された特許文献１１及び特許文献１２は、上に
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配置されるペイロードを隔離する隆起アクセスフローリング構造を伴う装置及び方法を開
示している。
【００１９】
　Ｍｏｒｅｎｏ及びＨｕｂｂａｒｄに付与された特許文献１３は、隔離支承体拘束装置を
開示している。
　隔離支承体は、２０１２年９月２５日に出願されたＨｕｂｂａｒｄ及びＭｏｒｅｎｏに
よる特許文献１４に開示されている。
【００２０】
　Ｍｏｒｅｎｏ及びＨｕｂｂａｒｄによる特許文献１５は、ペイロードを防振する方法及
び構成を開示している。
　Ｃｈｅｎに付与された特許文献１６は、隆起床システムを開示している。
【００２１】
　Ｄｅｎｔｏｎに付与された特許文献１７は、下張り床の鉛直変位に対応するように鉛直
方向に圧縮可能なばねユニットを有する、ミサイル発射設備に好適な上昇床構造を開示し
ている。
【００２２】
　Ｎａｋａに付与された特許文献１８は、負荷下の変形に抵抗する隆起二重フローリング
構造に関する。床は、床面付近の旋回取り付け部を含む円柱脚部材を使用し、これは、床
が、側方からの荷重に応じて荷重を消散させることを可能にする。
【００２３】
　本特許出願において引用される全ての特許、特許出願及び他の公報は、参照により援用
されるものとして何らかの特定の引用が明示的に示されているか否かに関係なく、参照に
よりそれらの全体が本開示の一部として個々に援用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２４】
【特許文献１】米国特許第４，３７１，１４３号明細書
【特許文献２】米国特許第４，９１７，２１１号明細書
【特許文献３】米国特許第４，８０１，１２２号明細書
【特許文献４】米国特許第４，６６２，１３３号明細書
【特許文献５】米国特許第６，３２４，７９５号明細書
【特許文献６】米国特許第５，８１６，５５９号明細書
【特許文献７】米国特許第２，０１４，６４３号明細書
【特許文献８】米国特許第５，５９９，１０６号明細書
【特許文献９】米国特許第７，７８４，２２５号明細書
【特許文献１０】米国特許第８，１０４，２３６号明細書
【特許文献１１】米国特許第８，１５６，６９６号明細書
【特許文献１２】米国特許第８，５１１，００４号明細書
【特許文献１３】米国特許第８，３４２，７５２号明細書
【特許文献１４】米国特許出願公開第２０１３／０１１９２２４号明細書
【特許文献１５】米国特許出願公開第２０１１／０２２２８００号明細書
【特許文献１６】米国特許第５，７９１，０９６号明細書
【特許文献１７】米国特許第３，６０６，７０４号明細書
【特許文献１８】米国特許第４，９２２，６７０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２５】
　本発明は、一部には、改良された免震システムに関する。このシステムは、隔離フロー
リング及び／又は免震プラットフォームを備えることができる。排他的ではないが、本発
明の好ましい例は、２０１３年３月１日に出願された国際特許出願第ＰＣＴ／ＵＳ２０１
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３／０２８６２１号に開示されているような「低い形状の」プラットフォーム若しくはフ
ローリングシステムを伴うか又はそれらとともに用いることができる。
【００２６】
　限定はされないが、例えば、特許文献８－１２に開示されているような隔離支承体及び
システムは、第１の概ね窪んだ表面及び第２の表面を有する少なくとも１つの（通常は２
つの）水平に延びる支承プレートを含む隔離支承体の使用によって免震を提供する。その
ような支承プレートの正中垂直軸を通る断面プロファイルは、概ね窪んだ表面が、略円錐
状の形状、略球状の形状、又は、直線形状及びアール形状の連結した組み合わせを含む形
状を含む、中心垂直軸の周りで概ね対称な形状を含むことを示している。支承プレートの
概ね窪んだ表面が支承プレートの上面である場合、支承プレートは、「上方に」面すると
考えられるものとし、一方で、この表面が支承プレートの底面である場合、窪んだ表面は
「下方に」面すると考えられるものとする。
【００２７】
　概して、少なくとも１つの支承プレートは、ボール支承体等の転動ボールを支持するか
又は転動ボールによって支持される。好ましい転動ボール隔離支承体システムでは、転動
ボールは、地震事象が起きたときに、床又は基礎の水平な地動が、隔離支承体によって支
持されるペイロードから隔離されるように、対向する上方に面する隔離支承プレート及び
下方に面する隔離支承プレート間にある。下側支承プレートの水平な地動は、上側支承プ
レート上のペイロード質量の慣性によって弱められ、それによって、支承プレートの中央
に静止して位置付けられる転動ボールは、下側プレートの中央から自由に出るが、これは
、プレートがその下で下側プレートの移動の方向とは反対の（下側プレートに対して）任
意の方向に移動するためである。
【００２８】
　そのような支承体の主な長所は、一定の力を仮定すると、任意の水平方向（すなわちｘ
軸及びｙ軸に沿う）への同じ距離を略等しく自由に移動するため、支承体が、ペイロード
を隔離する主な手段としてローラ、ばね、スキッド等を用いる隔離機器の場合に必要であ
るように、非直線的な力、又は、ｘ成分及びｙ成分の双方を有する力を平行移動及び隔離
する付加的な手段を必要としないことである。さらに、概ね窪んだ、概ね対称的な支承面
の使用のために、支承体は「自動的に初期化」し、転動ボールは、地震の揺れの後で支承
プレートの中心に戻り、したがって、支承体をその初期休止位置に戻す。
【００２９】
　この長所は、支承プレート（複数の場合もあり）の形状が通常は円形であり、このよう
に、転動ボールが任意の方向に同じ距離を自由に進み、したがって、支承体が、地震の力
の方向に関係なく等しく良好に作用することも意味する。しかし、円形の地震支承プレー
トは、実際的な短所を有する場合がある。隔離システムの輸送、保管、製造及び組み立て
は全て、円形の平面図を有する支承プレートを使用すると、少なくとも幾分難しくなる可
能性がある。そのような支承プレートは、保管のために水平に積み重ねられる必要がある
。並んで配置される場合、支承プレートは単一の点においてのみ接触し、これは実質的に
保管スペースを無駄にする。さらに、円形の支承プレートを使用する隔離機器の組み立て
は多くの場合に、専門の幾分融通の利かない設計を必要とし、このカスタマイズ設計要件
は、例えば、多くの異なる方法で構成することができる融通の利くモジュール式隔離シス
テムに対して、最適とは言えないものになる。さらに、システムにおける円形の支承体の
実際の組み立ては困難であり、フレーム要素へのそのような支承プレートの取り付けは、
所望であるか又は必要であるほど堅牢ではないことがある。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　本発明は、改良された免震支承体、及び、そのような免震支承体を使用するシステム、
並びに、そのような支承体及びシステムを製造及び使用する方法を含む、方法及び装置に
関する。特定の例では、本発明は、多角形形状を有する支承プレートを備える１つ又は複
数の「転動ボール」隔離支承体を使用する免震システムを含む。すなわち、隔離支承体は
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、略円錐状の形状、略球状の形状、又は、直線形状及びアール形状の連結した組み合わせ
を含む、中心垂直軸の周りで略対称な形状を含む断面プロファイルを有する荷重支承面を
含む、平面図で多角形形状を有する少なくとも１つのペイロード支持「パン」又は支承プ
レートを備える。
【００３１】
　パン又は支承プレートは、中心点、例えば中央の頂点（又は反転した頂点）を中心に、
水平に、略放射状に対称に延びる。本発明において記載される例では、パン又は支承プレ
ートは、平面図で見て多角形の形状である。例えば、パン（及び／又はそのフレーム）の
平面図は、３角形、正方形、５角形、６角形、７角形、８角形又は別の多角形形状を含む
ことができる。他の例では、支承プレートは、平面図では略円形であり、多角形フレーム
によって囲まれることができる。好ましくは、多角形形状は正方形以外である。好ましく
は、多角形形状は３角形以外である。好ましくは、多角形形状は６角形又は８角形である
。
【００３２】
　好ましい例では、地震フローリング又はプラットフォームシステムに含まれる各免震支
承体は、金属ボール支承体等の剛性のボールによって隔てられる、少なくとも２つの対向
する支承プレートを含むことができる。２つ以上のそのような支承体の剛性のボールは、
フレーム、フローリング要素又はプラットフォーム上のペイロードを支持する。特に好ま
しい例では、地震フローリング又はプラットフォームシステムに含まれる免震支承体は、
金属ボール支承体等の剛性のボールによって隔てられる２つの支承プレートを含む。その
ような構成では、上側支承プレートは、フレーム、フローリング要素又はプラットフォー
ムに接合することができ、一方で、下側支承プレートは、床、基礎若しくは他の同様の支
持表面に配置又は固定することができる。下側支承プレートは「上方の」向きであるもの
とすることができ、それによって、システムの休止時には、剛性のボールは、下側支承プ
レートの支承面において中心点に収まる。上側支承プレートは、「下方の」向きであるも
のとすることができ、それによって、システムの休止時には、剛性のボールは、上側支承
プレートの支承面において中心点内に載る。
【００３３】
　好ましくは、少なくとも下側支承プレートは、平面図で多角形の外形形状を含む。多角
形形状、特に好ましくは（但し必須ではない）８角形形状が、少なくとも２つの方法で免
震システムの安定性を加えることができる。
【００３４】
　第１に、少なくとも２つの隣接する上側又は下側隔離支承体の上側及び／又は下側多角
形支承プレートの直線的な面が一緒に接合又は連結されることができ、それによって、地
震事象中のこれらの支承体の安定性を高めるように、多角形免震支承体を組み立てること
ができる。特定の例では、単一の上側又は下側多角形支承プレートを、２つ以上の隣接す
る支承プレート及び／又はフローリング、フレーム若しくはプラットフォーム要素に接合
することができる。さらに、３つ以上の隔離支承体を単一のプラットフォーム又はフロー
リングシステムにおいて使用する場合、フレーム、プラットフォーム及び／又はフローリ
ング要素並びに支承体は、上側及び／又は下側支承要素アレイ全体が１つとして一緒にロ
ックされる単一の補強構造又はネットワークに一緒に連結可能である。
【００３５】
　第２に、多角形形状は、支承プレートを、フレーム、プラットフォーム及び／又はフロ
ーリング要素に連結することを容易にする。例えば、円形の隔離支承プレートは、直線的
な縁の表面に接触する１つのみの点（接点）を有する。したがって、上側及び／又は下側
多角形支承プレートが互いに連結されない場合であっても、フレーム、プラットフォーム
及び／又はフローリング要素と支承プレートとの間の接合は、支承プレート（又は支承プ
レートフレーム）の外周の直線的な縁の部分がそのような要素の直線的な部分に接合され
ると、より一層強く堅固になる。
【００３６】
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　これらの長所のそれぞれは、多角形隔離支承体を備える免震システムの製造及び組み立
てを、円形の隔離支承体を使用するシステムよりも実質的に容易にする。本発明の隔離支
承プレートの直線的な縁に起因して、免震システムは、円形の支承プレートを有する免震
システムよりも、より強く正確に嵌まり合うように設計することができる。
【００３７】
　さらに、隔離システムが、同じ又は相補的な多角形形状を有する、３つ以上又は４つ以
上又は５つ以上又は６つ以上の隔離支承体のアレイを使用する場合、これらの支承体は、
荷重を最適に支持するか又はスペースの制限に合わせるために、限定はされないが、ペイ
ロードの位置、サイズ、質量、並びに、免震システムが設置されるスペースのサイズ及び
／又は形状を含む要因に応じて種々の方法で配置することができる。
【００３８】
　本発明の多角形支承プレートは、多角形「フレーム」が例えば溶接部、（ねじ、ボルト
等のような）適切な締結具によって接合される円形の支承プレートとして製造することが
できる。別の例では、多角形支承プレートは、この場合も同様に好ましくは多角形フレー
ムによって囲まれる多角形として製造することができる。
【００３９】
　多角形フレーム、支承プレート等が、本発明の範囲から逸脱することなく、丸みを帯び
た又は「アールの付いた」角部を有することができる。したがって、「多角形の」又は「
多角形」という用語は、「略多角形」、すなわち、少なくとも２つの（好ましくは少なく
とも３つの）直線的な面を含み、全ての曲線及び角度の和が３６０°になることを意図す
るものとして解釈されるものとする。
【００４０】
　多角形支承プレートの使用は、免震システムの製造及び組み立てを実施的に容易にする
。例えば、コネクタ構成要素を、例えば、多角形支承プレート（複数の場合もあり）及び
／又はフレーム、フローリング若しくはプラットフォーム要素に接合するように、（限定
はされないが）ねじ若しくはボルト穴又はブラケット等の接続フィッティングの標準的な
配置によって、金属管、平坦なプレート又は角鉄から容易に作製することができる。これ
らのコネクタ構成要素／支承プレートのアセンブリはしたがって、隔離システムの所望の
長さ又は幅を延びることができ、コネクタの長さ及び支承プレートの数は、少なくとも部
分的に、ペイロードの想定される質量によって決まる。特定の例では、対向するセットの
多角形の上部及び底部支承プレートのそれぞれは、コネクタ構成要素によって連結される
とともにコネクタ構成要素に接合され、上部及び底部フローリング又はプラットフォーム
アセンブリを形成する。加えて又は代替的に、２つ以上の隣接する多角形上部及び／又は
底部支承プレートを互いに接合し、強固で剛性の隔離アセンブリを形成することができる
。
【００４１】
　他の可能な構造では、上部及び／又は底部隔離アセンブリは、別個のコネクタ構成要素
を使用することなく構成することができる。例えば、地震支承プレートの多角形形状は、
１つの支承プレートを少なくとも１つの隣接する支承プレートに直接的に接合することを
容易にし、少なくとも１つの隣接する支承プレートはさらに、少なくとも１つの付加的な
支承プレートに接合され、堅固な相互に安定した構造体を形成する。
【００４２】
　底部支承プレートの１つ又は複数は、基礎又は床に直接的又は間接的に接合することも
できる。例えば、１つ又は複数の支承プレートは、例えば、コンクリート固定締結具、又
は、３Ｍ　Ｓｃｏｔｃｈ－Ｗｅｌｄ（登録商標）ブランドのウレタン、アクリル及びエポ
キシ接着剤等の、プラスチック又は金属をコンクリートに締結する接着剤を使用して基礎
に直接的に締結することができる。
【００４３】
　上部支承プレートのうちの１つ又は複数は、プラットフォーム又はフローリング要素に
好ましくは直接的又は間接的に締結される。例えば、上部支承プレートを、ボルト、ねじ
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又は他の同様の締結具を使用して１つ又は複数のフローリング支持「タイル」若しくは領
域に直接的に締結することができるか、又は、ペイロード、支承プレート若しくはタイル
を支持するフレームに接合することができる。
【００４４】
　１つの例では、本発明は、多角形免震支承プレートであって、
　ａ）凹状の硬化荷重支承面構成要素、及び
　ｂ）地震時の隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける使用中に上記荷
重支承面構成要素を支持するほど十分に強固な硬化フレーム構成要素であって、上記荷重
支承面構成要素に直接的又は間接的に接合される、硬化フレーム構成要素、
を備えており、
　上面図では、フレーム構成要素は多角形形状を含み、当該フレーム構成要素は、少なく
とも１つの直線的な縁に沿って上記隔離プラットフォーム又はフローリングシステムの少
なくとも１つの他の構成要素に接合されるような構造である、多角形免震支承プレートに
関する。
【００４５】
　そのようなシステムでは、荷重支承面構成要素は、外周リング（このために荷重支承面
の一部であると考えられる）に溶接されるか又は別様にしっかりと接合することができ、
外周リングを次に、フレーム構成要素に接合することができるか又はフレーム構成要素に
直接的に接合することができる。フレーム構成要素は好ましくは多角形の形状であり、他
の支承プレートアセンブリ、又は、隔離フローリング若しくはプラットフォームアセンブ
リの他の構成要素に接合されるような構造である。特に好ましい実施形態では、多角形形
状は正方形でも矩形でもない。
【００４６】
　別の例では、本発明は、多角形免震支承アセンブリであって、
　ａ）硬化ボールであって、
　ｂ）上部隔離支承プレートと、
　ｃ）底部隔離支承プレートとの間に配置される、
　硬化ボール、
を備えており、
　各上記上部隔離支承プレート及び上記底部隔離支承プレートは、
　ｉ）凹状の硬化荷重支承面構成要素、及び
　ｉｉ）地震時の隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける使用中に上記
荷重支承面構成要素を支持するほど十分に強固な硬化フレーム構成要素であって、上記荷
重支承面構成要素に直接的又は間接的に接合される、硬化フレーム構成要素、
を備えており、
　上面図では、フレーム構成要素は多角形形状を含み、当該フレーム構成要素は、少なく
とも１つの直線的な縁に沿って上記隔離プラットフォーム又はフローリングシステムの少
なくとも１つの他の構成要素に接合されるような構造である、多角形免震支承アセンブリ
に関する。
【００４７】
　好ましくは、上部隔離支承プレート又は底部隔離支承プレートの一方又は双方のフレー
ム要素は、そのそれぞれの荷重支承面構成要素に溶接されるか又は別様に接合される。上
記のように、フレーム構成要素は好ましくは多角形の形状であり、他の支承プレートアセ
ンブリ、又は、隔離フローリング若しくはプラットフォームアセンブリの他の構成要素に
接合されるような構造である。特に好ましい実施形態では、多角形形状は正方形でも矩形
でもない。
【００４８】
　さらに、上部及び底部隔離支承プレートのいずれか又は双方は、略同じ平面において１
つ又は複数の他の隔離支承プレートに直接的又は間接的に接合することができる。間接的
な接合の例は、略同じ平面にある各支承プレートが同じコネクタ構成要素に接合されるこ
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とによるものである。間接的な接合の別の例は、略同じ平面にある各支承プレートが共通
のフローリング又はプラットフォーム構成要素に接合されることによるものである。
【００４９】
　別の例では、本発明は、複数の多角形隔離支承アセンブリを備える免震床又はプラット
フォームアセンブリであって、各そのような支承アセンブリは、
　ａ）硬化ボールであって、
　ｂ）上部隔離支承プレートと、
　ｃ）底部隔離支承プレートとの間に配置される、
硬化ボール、
を備えており、
　各上記上部隔離支承プレート及び上記底部隔離支承プレートは、
　ｉ）凹状の硬化荷重支承面構成要素、及び
　ｉｉ）地震時の隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける使用中に上記
荷重支承面構成要素を支持するほど十分に強固な硬化フレーム構成要素であって、上記荷
重支承面構成要素に直接的又は間接的に接合される、硬化フレーム構成要素、
を備えており、
　上面図では、フレーム構成要素は多角形形状を含み、当該フレーム構成要素は、少なく
とも１つの直線的な縁に沿って上記隔離プラットフォーム又はフローリングシステムの少
なくとも１つの他の構成要素に接合されるような構造である、免震床又はプラットフォー
ムアセンブリに関する。
【００５０】
　免震床又はプラットフォームアセンブリでは、上記複数の多角形隔離支承アセンブリの
うちの少なくとも２つは、
　ｉ）上記上部隔離支承プレートが一緒に直接的若しくは間接的に接合される、又は
　ｉｉ）上記底部隔離支承プレートが一緒に直接的若しくは間接的に接合される、又は
　ｉｉｉ）双方の上記上部隔離支承プレートが一緒に直接的若しくは間接的に接合され、
上記底部隔離支承プレートが一緒に直接的若しくは間接的に接合される、
ことからなる群から選択される方法で接合することができる。
【００５１】
　ここで、本発明を、特定の非限定的な例を詳述することによって説明するものとする。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】本発明の完成した多角形（８角形）隔離支承プレートの一例を示す図である。
【図２】特定の構成要素を示す、図１の多角形（８角形）隔離支承プレートの作製におけ
る中間の段階を示す図である。
【図３】図１の完成した多角形（８角形）隔離支承プレートの断面図である。
【図４】本発明の完成した多角形（８角形）隔離支承プレートの別の例を示す図である。
【図５】特定の構成要素を示す、図４の多角形（８角形）隔離支承プレートの作製におけ
る中間の段階を示す図である。
【図６】図４の完成した多角形（８角形）隔離支承プレートの断面図である。
【図７Ａ】コネクタ構成要素の例の上面図の例を示す図である。
【図７Ｂ】図７Ａのコネクタ構成要素の端面図である。
【図８Ａ】コネクタ構成要素の別の例の上面図の例を示す図である。
【図８Ｂ】図８Ａのコネクタ構成要素の端面図である。
【図９Ａ】コネクタ構成要素の別の例の上面図の例を示す図である。
【図９Ｂ】図９Ａのコネクタ構成要素の端面図である。
【図１０Ａ】図１の支承プレートを固定するＬ字ブラケットの例の側面図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａのブラケットの端面図である。
【図１１】隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける多角形支承体及びコ
ネクタ構成要素の配置の例を示す図である。
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【図１２】隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける多角形支承体の配置
の別の例を示す図である。
【図１３】隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける多角形支承体及びコ
ネクタ構成要素の配置の別の例を示す図である。
【図１４】隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける多角形支承体及びコ
ネクタ構成要素の配置の別の例を示す図である。
【図１５】隔離プラットフォーム又はフローリングシステムにおける多角形支承体及びコ
ネクタ構成要素の配置の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５３】
　以下の例は、多角形支承プレート、隔離支承アセンブリの種々の構成、及び、プラット
フォーム又はフローリング構成における多角形支承体の構造に関する詳細を提供する。本
発明は、本明細書の特許請求の範囲のみによって限定される。
【００５４】
　ここで図面を参照すると、図１は、本発明の完成した多角形支承プレートの一例を示し
ており、一方で、図２は、構成の中間の段階における同じ支承プレートを示している。図
３は、図１の支承プレートの断面である。この例では、荷重支承面構成要素１００は好ま
しくは、断面においてアール（ｒａｄｉｕｓ）を含む中央エリア１０２を有する、円形の
対称的なアイテムとして（ステンレス鋼等の）金属から形作られる。図３を参照のこと。
この中央エリアを囲むのは、一定の傾斜１０４の領域を含む環状エリアである。この例に
おける支承面には、所望であれば、支承プレートを下にあるか又は上に重なる表面に後に
固定するためにねじ穴１０６が穿孔されて穴が開けられる。荷重支承面１００は、円形の
鋼バンド１１０及び平坦な底部プレート１１２に溶接される。このアセンブリは次に、例
えば溶接によって８角形に形成される硬化材料（この場合は冷間圧延鋼（「ＣＲＳ」））
の長さ部分を含むフレーム構成要素１１４に接合、例えば溶接される。図示のように、フ
レームの各面には、例えば、フレーム又はコネクタ構成要素又は他の支承プレートにねじ
又はボルトによって接合するために穿孔されて穴１１８が開けられる。
【００５５】
　図２に示されているアセンブリは、鋼バンド１１０とフレーム構成要素１１４との間に
８つのスペース１１６を含む（２次元上面図では３角形のように見える）。次に、金属の
充填片がアセンブリに溶接されてスペース内を満たし、荷重支承面１００は研磨されて図
１に示されているアセンブリを形成する。
【００５６】
　図４は、本発明の完成した多角形（この場合は８角形）支承プレートの別の例を示して
おり、図５は、構成の中間の段階における同じ支承プレートを示しており、図６は、図４
の支承プレートの断面である。この支承プレートの例の構成及び構造は、原則として、図
１、図２及び図３に示されている支承プレートの構成及び構造と同様である。支承プレー
トの寸法は異なり、穿孔されて穴が開けられた４つのコネクタ穴が、支承プレート表面の
中央エリア内に示されている（図４及び図５を参照のこと）。
【００５７】
　図７Ａは、コネクタ構成要素の上面図を示しており、このコネクタ構成要素は、（例え
ば溶接によって）接合されて、２つの等しい寸法の短い端片７０３を有する矩形の構造に
なる鋼管の長さ部分を含み、端片７０３はそれぞれ、２つの等しいサイズのより長いスペ
ーサ片７０１に接合される。当業者には、種々の他のコネクタ構成要素の構成、例えば、
全ての面が同じ長さのコネクタ構成要素を想定できることが直ちに認識されるであろう。
図７Ｂは同じコネクタ構成要素の端面図を示しており、２つの穴７０５が、例えば、支承
プレートを囲む多角形フレーム構成要素（例えば図１の１１４を参照のこと）への接続の
ために、コネクタ構成要素の２つの端片に穿孔されて穴が開けられている。
【００５８】
　図８Ａは、側部片の代わりに平坦なプレート８０１が用いられているコネクタ構成要素
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の代替的な構成を示しており、図７Ａにおけるように、この例のスペーサ片は、管、例え
ばステンレス鋼管から作られる。図８Ｂは、図８Ａに示されているコネクタ構成要素アセ
ンブリの端面図を示しており、前述のように、支承プレートのフレーム構成要素との接続
のために穿孔されている。
【００５９】
　図９Ａは、コネクタ構成要素のまた別の例である。この例では、スペーサ片９０１は、
角鉄の長さから形作られ、一方で、端片９０２は図８Ａにおけるような平坦なプレートで
ある。図９Ｂは、このコネクタ構成要素アセンブリの端面図を示しており、角鉄スペーサ
片９０１の外形が示されている。
【００６０】
　図１０Ａは、例えば図１の支承プレートアセンブリのフレーム構成要素に接続するＬ字
形ブラケット構成要素の上面図を示している。図１０Ｂは、同じブラケットアセンブリの
端面図を示している。
【００６１】
　図１１は、隔離フローリング又は隔離プラットフォームアセンブリにおける多角形支承
プレートアセンブリの例示的な配置を示している。この例において分かるように、８角形
隔離支承プレート１１０１の対が、共有される平坦な側に沿って一緒に接合される（例え
ばボルト留めされる）。各支承プレートは、コネクタ構成要素１１０３、及び、フローリ
ング又はプラットフォームアセンブリを囲むフレーム１１０５の少なくとも１つの面にも
接合される。同様であるか又は異なる構造を上部及び底部支承プレートに用いることがで
きる。支承プレートは、（底部支承プレートの場合は）床若しくは基礎、又は、（上部支
承プレートの場合は）プラットフォーム若しくはフレーム等の、下にあるか又は上に重な
る表面にも接合することができる。
【００６２】
　図１２は、隔離フローリング又は隔離プラットフォームアセンブリにおける多角形支承
プレートの別の例示的な配置を示している。この例では、３対の隔離支承プレート１２０
１が、共有される平坦な側に沿って一緒に接合され（例えばボルト留めされ）、これらの
各対は、一緒に接合されず、（例えば底部支承プレートの場合は）床若しくは基礎、又は
、（例えば上部支承プレートの場合は）プラットフォーム若しくはフレーム等の、下にあ
るか又は上に重なる表面に載るか又は接合される単一の隔離支承プレート１２０３によっ
て隔てられる。同様であるか又は異なる構造を上部及び底部支承プレートに用いることが
できる。
【００６３】
　図１３は、隔離フローリング又は隔離プラットフォームアセンブリにおける多角形支承
プレートの別の例示的な配置を示している。この例では、４つの多角形隔離支承プレート
１３０１のそれぞれが、フローリング又はプラットフォームアセンブリを囲むフレーム１
３０３の２つの面に接合される。各隔離支承プレートはコネクタ構成要素１３０５にも接
合される。図示のように、各コネクタ構成要素は２つの隔離支承プレートに接合される。
【００６４】
　図１４は、隔離フローリング又は隔離プラットフォームアセンブリにおける多角形支承
プレートの別の例示的な配置を示している。この例では、４つの多角形隔離支承プレート
のそれぞれは、フローリング又はプラットフォームアセンブリを囲むフレームの２つの面
、及び、１つの他の隔離支承プレートに接合される。各隔離支承プレートはコネクタ構成
要素にも接合される。図示のように、各コネクタ構成要素は２つの隔離支承プレートに接
合される。
【００６５】
　図１５は、隔離フローリング又は隔離プラットフォームアセンブリにおける多角形支承
プレートの別の例示的な配置を示している。この例では、４つの多角形隔離支承プレート
のそれぞれは、フローリング又はプラットフォームアセンブリを囲むフレームの２つの面
、及び、１つの他の隔離支承プレートに接合される。各隔離支承プレートはコネクタ構成
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要素にも接合される。図示のように、各コネクタ構成要素は２つの隔離支承プレートに接
合される。この配置は、コネクタ構成要素が比較的細長いことを除いて、図１４に示され
ている配置と同様である。
【００６６】
　上記の本発明を例示し、かつ、理解を明確にするために別の方法で詳細に説明したが、
添付の特許請求の範囲内で、明確な説明に対する修正、置換え及び再配置を行ってもよい
ことが明らかである。例えば、本明細書において記載される発明は、本明細書において記
載される他の任意の特徴、要素、方法又は構造の要素内で、又は、これらとの組み合わせ
で実施することができる。加えて、特定の実施例に存在するとして本明細書において示さ
れる特徴は、本発明の他の態様では、本特許出願において別様に示されず、又は、その特
定の実施例に存在しない形で、本発明から明示的に排除されるか又は本特許出願において
他の箇所で記載される特徴と組合せ可能であることが意図される。特許請求の範囲の文言
のみが本発明を規定するものとする。本明細書において引用された全ての刊行物及び特許
文献は、それぞれが個別に示された場合と同程度に、全ての目的でそれらの全体が参照に
より本明細書に援用される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図８Ｂ】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】
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【図１０Ｂ】

【図１１】
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